
 

 

令和５年度千葉県農業協会における意見・要望について 

 

令和６年２月１３日（火） 

 

 

１ 千葉県版農業のランドスケープデザインの確立 

千葉県の農業は、都市部もあれば農村部もある。その中で一つの施策だけでは地

域に沿った農業の発展ができないことから、立体的な農業施策、すなわち「千葉県

版農業のランドスケープデザイン」の確立をお願いしたい。 

 

２ 有機ＪＡＳ認証を活用した輸出の推進について 

千葉県には、有機を推進する団体があり、有機農業の面で非常に優れた生産者が

多い。また、食品加工とか食品流通に関しても、国内においてかなり優れた実績を

持っていらっしゃる企業さんがある。そういったものを全国に誇れる千葉県の品質

として、打ち出していっていただきたい。 

また、有機ＪＡＳ認証マークが付くと国産の農産物を海外で取引する際に検査手

続きが簡素化できる。千葉県の様々なインフラをフルに利用して、有機ＪＡＳマー

クを活用した輸出拡大を応援してほしい。 

 

３ 機械や資材購入に対する支援について 

コロナとか、戦争問題で農家が仕入れる資材費が高騰しており、生産物に価格転

嫁ができず将来が不安である。特に１００ヘクタール規模など、面積が増えるほど

赤字になっている。廃業が進むと地域の農地利用にも影響がでるだけに機械や資材

購入に対する支援をお願いしたい。 

 

４ 農地集約と区画面積の拡大について 

自動操舵の機械などスマート農業が進む中、土地改良事業における圃場整備にお

いて２ヘクタールくらいの区画整備をお願いしたい。大型機械による効率的な作業

が可能となるとともに、地域の若い担い手確保にもつながる。 

 

５ スクミリンゴガイ（通称「ジャンボタニシ」）の駆除対策について 

山武地域においても、スクリミンゴガイ（通称「ジャンボタニシ」）が多く生息

し、苗の食害で大変困っている。外来種でもあり、駆除の対策指導及び経費補助等

の支援をお願いしたい。 

 

６ 耕作放棄地等農地の賃貸借の円滑化について 

 

７ 免税軽油の適用について 

大規模面積を耕作するために大型のショベルローダーやトラクターが必要とな

っている。農地間の移動時間を短縮するために時速３５km以上で公道を走ることか

ら「大型特殊自動車ナンバープレート（白ナンバー）」の取得が必要となる。 



 

 

緑ナンバー車と同様に農作業に使用するにもかかわらず、白ナンバーになると免

税軽油制度が使えないとされた。 

肥飼料代、燃料費及び資材費等が高騰している中、農業振興のためにも免税軽油

制度が広く適用されるよう見直しをお願いしたい。 

 

８ 肉用牛肥育経営の支援について 

飼料代や資材費が高騰し、やれる限りの自給飼料生産に取り組んでいるが、どん

なに努力しても採算が取れない。また、農業が儲からないことから後継者が不足し

ている。 

何らかの経営支援をお願いしたい。 

 

９ 養鶏の現状について 

鶏卵の価格相場が高かったのは昨年の８月までであり、現在は当時の半値となっ

ている。半値だと１ヶ月の売上が飼料代にもならない。 

製品価格にコストが反映できておらず、大規模経営ほど破綻しており、マスコミ

は正確な情報を伝えていない。 

鶏卵は相場商品であることから需給バランスで決まる。高病原性鳥インフルエン

ザで１，７００万羽を淘汰した時、供給が需要を下回ったため輸入手続きがなされ

た。輸入が開始された頃には需給バランスが均衡していたことから、加工卵が売れ

なくなり、投げ売り状態となった。それでもスーパーでは価格が変わることなく販

売されており、そこが非常に厳しいところである。 

高病原性鳥インフルエンザについては、千葉県でも大量に発生したが、今シーズ

ンに関しては、欧米の発生率と比較するとかなり少ない状況である。業界の研究成

果の結果と農場の自主対策により日本の衛生レベルが向上していると考えている。 

養鶏場での人材確保と管理が難しい。異動も無いことから従業員が慢心する傾向

にあり、今後は他の農場との経営の提携による人事異動などを考えていかなければ

ならないと考えている。 

いずれにしても、再生産が可能な安定した業界にしていかないと、生産が減少し、

食料不足が起こり得るのでこうしたことを考慮した施策展開をお願いしたい。 

 

１０ 果樹生産における生産力の強化について 

果樹は生産量が減ってきており、全国的に見ても需給バランスが崩れていること

から、高価格となっている。 

千葉県は日本一の梨の産地であるが、単位面積当たりの生産量は少ないにもかか

わらず、生産面積でカバーしている。 

今後、木の老木化や生産者の高齢化によりさらに生産量の減少が予想されること

から、果樹業界では遅れているスマート農業やスマートツールの導入により、少な

い労働力で対応できるような生産力の強化をお願いしたい。 

 

１１ 家畜の飲料水としての農業用水の活用について 

地下水が不足してきている。井戸の周囲に農業用水を地下浸透できるような新た

な制度がほしい。 

 


